
2011年 夏季賞与・一時金支給状況〈最終集計〉 
 
 〔最終集計〕 

（表１） 県内企業の2011年夏季賞与支給状況［単純平均］ 

（社）　　　　　　　　 （円）　　　　　　　  （円）　　　　　　　（％） 

社数 前年同期比 業　　　　種 

業　　　　種 

繊 維  

印 刷  

化 学  

プラスチック製品 

鉄鋼・非鉄金属  

金 属 製 品  

一 般 機 械 器 具  

電気機械・電子部品 

輸 送用機械器具  

そ の 他 製 造 業  

建 設 業 

電 気 ・ ガ ス  

運 輸 ・ 倉 庫  

情報サービス・通信 

卸 ・ 小 売  

金 融 ・ 保 険  

サービス業・その他 

総 平 均  
 
製 造 業 平 均  
 
非 製 造 業 平 均  

総 平 均  
 
製 造 業 平 均  
 
非 製 造 業 平 均  

（注） 

支給額　　　
2011年 夏季 

支給額
2010年 夏季 

（社）富山県経営者協会 

〔最終集計〕 

 

（表２）全国大手企業の2011年夏季賞与・一時金妥結結果［単純平均］ 

（社） （円） 

2011年 夏季 2010年 夏季 

（社）日本経済団体連合会 

 
社数 妥結額 （社） （円） 社数 妥結額 

前年同期比 
（％） 

163

134

29

1.県内 
2

3

12

5

1

7

10

4

4

9

6

3

9

4

12

1

9

101

57

44

432,500

260,500

659,907

333,473

－    

381,167

427,369

347,204

528,920

351,129

198,958

795,184

358,050

619,756

425,650

－    

390,403

435,345
(482,621)

448,057
(441,961)

418,876
(516,288)

420,715
(463,614)

426,241
(401,421)

413,557
(515,477)

375,250

256,667

669,186

337,399

－    

392,170

315,736

365,936

442,294

346,950

212,283

799,115

361,459

631,096

395,067

－    

382,454

3.48
(4.10)

5.12
(10.10)

1.29
(0.16)

15.26

1.49

△ 1.39

△ 1.16

－  

△ 2.81

35.36

△ 5.12

19.59

1.20

△ 6.28

△ 0.49

△ 0.94

△ 1.80

7.74

－  

2.08

158

132

26

718,696
(791,106)

713,406
(793,030)

745,552
(785,008)

4.28 
(4.42)

6.04 
(6.96)

  △2.56 
( △2.45)

689,222
(757,638)

672,797
(741,395)

765,116
(804,706)

(注）

101社平均435,345円、 
　　　　昨年比微増ながら 
　　　　　　 製造業が回復を牽引 

①調査対象は423社、うち集計可能な回答のあった101社の数値である。
  「2010年夏季」は今回回答のあった企業の昨年同期の数値である。　　　　 

②平均欄の上段は一社当たりの単純平均、下段の(   )内は一人当たりの加重平均である。
③当該業種１社のみの回答の場合は数字を伏せているが、平均には含む。
④前年同期比の△印はマイナスを示す。

①調査対象は主要21業種・大手251社。東証一部上場、従業員500人以上が原則。 
   「2010年夏季」は昨年の本調査の最終集計結果である。　　　　
②上段は一社当たりの単純平均、下段の(   )内は一人当たりの加重平均である。 
③前年同期比の△印はマイナスを示す。 

調査報告  

　「2011年夏季賞与・一時金支給状況」（単純

平均・最終集計）をまとめた。その結果は、集

計可能な101社の支給額平均は435,345円で、今

回回答のあった企業の昨夏の支給額（420,715円）

と比べると、金額で14,630円増加し、増減率で

プラス3.48％となっている。しかしながら、リ

ーマンショック前の2008年実績50万円台にはま

だ及ばぬ状況である。

　業種別では製造業が　　　　　 

%増）、非製造業が　　　　   （昨年比 

増）であり、製造業が金額・増減率とも上回っ

ており回復を牽引している。しかしながら、前

年比減額の企業もあり、業種間・企業間に温度

差が見受けられる。（表１）

2.全国大手 
158社単純平均718,696円、 
　　　　昨年夏の調査比4.28％増 
 　日本経団連が７月28日に取りまとめた「2011

年夏季賞与・一時金妥結結果」（単純平均・最

終集計）によると、調査対象の全国大手企業（主

要21業種、大手188社）のうち、集計可能158社

の妥結額平均は718,696円で、2010年夏の最終

妥結実績（163社、平均689,222円）と比べると、

金額で29,474円（昨年比4.28％増）の増加とな

っている。しかしながら、非製造業平均のほか、

製造業でも一部業種で昨年比マイナスとなって

いる。（表２）

448,057円 5.12（昨年比 

418,876円 1.29%

調査報告  


